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前回例会の報告 

2014年 2月 21日(金)第 1604回 

卓 話 「 私の食えない時代 」 

卓話者 畑中 一辰 会員 

今週の歌「 日も風も星も 」 

    「 仰げば尊し 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  

 

 

 

 

  

 
  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：池田茂雄 編集者 :綿谷伸一 

2014年 2月 28日第 1604号 

本日の例会 

 

時間 

 

2014年 2月 28日(金)第 1605回 

卓 話 「 私の食えない時代 」 

卓話者 嶽盛 和三 会員 

今週の歌「 Ｒ− Ｏ− Ｔ− Ａ− Ｒ− Ｙ 」 

    「 いつでも夢を 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

2014年 3月 7日(金)第 1606回 

卓 話 「 社会奉仕月間 」 

卓話者 坂田兼則 社会奉仕委員長  

次回の例会 

 

時間 

 

＜2月 14日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員 31名･準会員１名) 32名 

出席会員             21名 

欠席会員              11名 

ゲスト                0名 

ビジター              0名 

1月 16日(土)の出席率  100.00％ 
 

今週の歌「 いつでも夢を 」 

星よりひそかに 雨よりやさしく  

あの娘はいつも 歌ってる  

声が聞こえる 淋しい胸に  

涙にぬれた この胸に  

言っているいる お持ちなさいな  

いつでも夢を いつでも夢を  

星よりひそかに 雨よりやさしく  

あの娘はいつも 歌ってる  
 

http://www.sakai-kita.jp/
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卓     話 
 

 

「私の食えない時代」 

会員 畑中一辰 

タイ国際奉仕を終えて 

 2月16日～19日迄の4日間の感想としては、非常に充実した 4日間でした。今回、国

際奉仕活動に参加した主な理由は、ロータリークラブに入会時の山中会員よりのポリオ撲

滅等の国際的な奉仕活動がある旨を聞いていたのが主な理由です。 

話は飛びますが、嫁は視覚障害があります。世界では1億 5000万人とも言われている。

人口 70億人として2.14％。このような事から、国際奉仕活動に興味が有ったので参加し

たかったからとても良かった。 

・本題の私の食えない時代 

 食えない時代はありましたかと聞かれると、本音を言うと今でしょう。27年間勤めた

テクノロールを昨年 9月に現会長とそりが合わず退職しました。 

やめてから今日に至るまでの約 5か月は、人生で一番ゆっくり出来たと感謝していますが、

なんせ収入がありません。昨年末に会社を立ち上げましたが、現在は準備をしている最中

で収入はゼロです。 

親父が鉄工所を個人でやっていたので子どもから学生時代は、お金に困ったことは一度も

なかった。働きだしてから、製造・親父の手伝い、営業とやってきてお金に困った事は殆

どなかった。若い営業の時、昼ご飯を食べるお金が無い時がちょこちょことありましたが、

この時は昼ご飯をおごってくれる太っ腹な社長や工場長が取引先に多くあり、お金の無い

時はワザとその客先に昼前に行って、一緒にご飯とコーヒー付きでおごってもらいました。

ひどい時は、ほぼ１年間ずーっとおごってもらっていました。 

数年前その中の一人の工場長が引退すると聞いてコーヒーを１杯お返ししましたら非常

に喜んでくれました。 

そんなことが有ったので若い営業には、次のような指導をしていました。 

１つ目が「昼ご飯をおごってくれる客を作れ」。 

２つ目は「営業はベラベラしゃべるな」でした。 

私は営業でありながら喋るのは苦手でした。何故しゃべるなかと言いますと、客が聞きた

いことに答えろです。いくら製品の特長を連呼しても興味がないことは頭に入らない。３

つ目「商談を終えて席を立ってから別れ際に聞きにくい事を聞け」。 

４つ目が「社長に会え」でした。４つ目の「社長に会え」は自分が社長になってつくづく

分かりました。社長って暇なんです。今まで目一杯動いて来た人が社長になって人を使う

と暇で暇で仕方ないんです。 

この４つの技を営業に入った若い子に教えていました。この技を習得した若い営業マンは、

いつも間にかトップセールスになっていました。 

長い間営業を行っていましたので、自分が心がけている事が１つだけあります。いつも笑

顔でいよう言う心掛けです。特に酒の席では絶対に怒らない、常に笑っていよう。でも愚

痴は言います。ストレス発散します。いつもニコニコしていると城岡会長がおごってくれ

たり、諸先輩方がおごってくれる事が多くあります。今の食えない時代をニコニコと笑顔

で過ごしたいと思っています。 
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会 長 の 時 間 

委 員 会 報 告 

 

会長 城岡 陽志 

 

昨日、上海から帰ってきました。宿泊しているホテルには、日本語で話すテレビはありま

せん。中国語は理解できませんが、テレビを見ていると漢字と画面の映像で大体理解でき

ます。 

最近感じるのは日本と戦争をした場合の、軍事力の比較番組がやたらと多いのに驚きます。 

先日も軍事評論家らしき人たちのトーク番組を見ていましたら、中国向けの政府系テレビ

局なのもありますが、やたらと危機感をあおっています。おそらく毎年突出している軍事

費の伸びに対する、国民の批判をかわし、軍事力で負けているのでもっと軍事力強化の必

要性を説いているのだろうと思います。 

またこのような番組の冒頭にはいつも第二次大戦中の、日本軍の陸、海、空の戦争中の画

面と、中国に対する侵略場面や惨殺場面が必ずセットで出てきます。 

そして最後は、安倍総理の靖国参拝の場面が出て日本が急速に右傾化している文言が出て

きます。 

先日は日本が２０３０年に核武装をするというようなトーク番組をやっていました。まず

福島の原子力設備の場面、あとに見たことのないような、機器類の写真がたくさん出てき

ます。クラブへ行っても女の子が真剣に、日本と中国は戦争するのですかと聞いてきます。

最近中国の評論家が、日本は軍隊と政府は中国と違って別組織であり、憲法を守って戦後

６０年以上戦争など考えたことのない国です。日本に対して、「皆さんが勘違いをしてい

ます」とインターネットで書くと、賛成の意見は少しで、売国奴などと非難の大合唱でし

た。日本へ留学したり、旅行などで日本へきて日本を知り、勇気ある発言が出てきている

のも事実です。 

日本・韓国・中国の三国が連携する日が来てほしいが、それぞれ自分の国に事情があり、

またそれを政治家が利用して地位保全をしている現状では、すぐには難しいですね。せめ

て民間レベルでは政治抜きで仲良くするほうが、経済的には大きなメリットがあるので、

進展してほしい。 

 

 

 

広報委員会 

広報委員長 池田茂雄 

「ロータリーの友２月号のご紹介」 

 

1. 左開き  

(1) ロンＤ．バートンＲＩ会長メッセージ（１ページ）  

ポール・ハリスと３人の友人がロータリークラブを創立したのが今から 109年前の  

２月23日でした。彼の目標は、見知らぬ人ばかりの街で、同じ価値観を分かち合

う人と親睦のオアシスをつくろうというシンプルなものでした。「今年６月１日

(日)～４日(水)」まで、オーストラリア、シドニーで第 105回国際大会が開催され

ます。「ポール・ハリスの夢を映す国際大会」に皆さんの参加をお待ちしています。  

 (2) 平和への願い 田中作次 前ＲＩ会長（８ページ）  

私の世代は、戦後に日本で育った最初の世代です。平和を重視するのは当然のこと

だと思っております。軍国主義の結末を経験した私たちの世代は、日本が平和を選
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ぶ大きな決断をした結果、目覚ましい経済発展を遂げていくのを目にしました。私

と同じ世代、感動を覚えました。  

 (3) 第３回日本ロータリー学友会全国大会 

（20ページ）  

    昨年 11月 30日東京で開催されました。ロータリー財団奨学金により海外で学ん

だ学友の集まりの会で、財団委員長や来賓など 69名の参加で盛会でした。  

 (4) 人頭分担金の使われ方（24ページ）  

    ＲＩ人頭分担金１人年間「US＄53.00」です。全世界のロータリー会員 約 130 万

人ですので、現在の為替相場 100円として日本円で「約 70億円」となります。  

   世界各地区のロータリークラブの会費に占める「人頭分担金」の割合も載っていま

す。アジア地区では、会員が負担する会費総額のうち、ＲＩ人頭分担金の割合は

「６％」です。全世界平均「４～14％」です。 食費の割合は 48％です。 

 (5) ロータリーのあるべき姿を見直すべき 

（32ページ）  

   第 2560 地区 山崎カバナーのお話です。ＮＨＫで過日特別番組が放映されました。

地球という名の宇宙船の今の状態と、それに基づく予想される近い未来の姿がどの

ようになるかという内容でした。今のように人口が増え続ければ、遠くない近い未

来に、必ず限界が来ると警告するものでした。温暖化・気候変動・異常気象・消費

拡大・環境破壊・そして食料と水不足は 10 年後からその兆候があらわれるとの説

があります。人類は、いつか限界が来ると知りながら、物質的な豊かさをひたすら

追い求めているのです。  

 (6) HOW TO END POLIO（40ページ）  

   「2018年までにポリオを撲滅する」そのための詳細な計画が打ち出されました。  

2. 右開き  

 (1) 平和（81ページ）  

   ルワンダでは、文字の読めない若者、明日の生活に見通しが持てない若者がいます。

「自分の名前が読めない、書けない」をなくさなければいけない。このことが「平

和づくり」の第一歩です。  

 (2) 堺フェニックスＲＣ（59ページ）  

   「堺から諏訪湖へよみがえる船」  

   クラブ創立10周年記念事業で建造された「フェニックスⅡ号」は、「観濠クルーズ 

Sakai」として堺市内を流れる内川の清掃活動や歴史を語る観光船として活躍してき

ました。しかし、定数に限界があるため新調することとなり、この船の貰い手を探

していたところ、「第 2600地区・諏訪湖ロータリークラブ」に引き取ってもらうこ

ととなり、昨年11月５日贈呈進水式が行われました。 

 

国際奉仕委員会 

国際奉仕委員長 宇瀬治夫 

「 ＷＣＳ活動報告 」 

 

 2014年2月17日行程 

ドムアン空港6：00出発～ 

ピザヌーク空港6：40到着 

現地ピッチャイ地区まで 1時間30分。 
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厳寒の日本を離れ一路 4300キロ約 6時間空路ここはタイです。乾季の２月～３月という

のが一年中で一番過ごしやすい気候です。気温は 35 度くらい有るのにもかかわらず、気

持ち良く過ごすことが出来ました。 

今回のＷＣＳ活動はＲＩ3350 地区スリウォンロータリークラブ 塩谷勝さま・中村淳さ

まの全面的なご協力を頂きまして、第 2640 地区ＩＭ５組美原ＲＣ・ＩＭ８組堺北ＲＣの

協同事業です。 

今回活動として２月１６日より２月１９日の予定で現地（タイ国ウッタラデェト県ピッチ

ャイ地区短大）浄水器贈呈式に出席して参りました。 

浄水器設置に関しては情報不足で設置物を見る迄は不安でした。現地に於いて浄水器から

の水の試飲もしましたが中々美味しく頂けました。立派なものでした。 

ピチャイ地区ＲＣ会長ガンポン様より出席者を代表されて流暢な日本語で歓迎のお挨拶

を頂きました。 

そして最後の空港までお見送りまでして頂きました。 

今回思いました事は、少ない資金でもこれだけ感動して頂ける奉仕活動は今後も続けるこ

とが出来ると実感致しました。最後に同行された会員の皆様の相互の親睦が深められたこ

とに感謝申し上げます。 

同行者は、徳田・嶽盛・中田・綿谷・小西・畑中・池永・宇瀬  各会員、美原ＲＣ永富国

際奉仕委員長でした。 

 

社会奉仕委員会 

社会奉仕委員長 坂田兼則 

「 仁徳天皇陵 清掃活動のご案内 」 

                       

 平素は社会奉仕委員会の活動にご協力いただきましてありがとうございます。 

さて、恒例の春の仁徳天皇陵清掃活動が下記の要領で開催されます。何かとご多忙のこと

かと存じますが、多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

記       

日  時：２０１４年３月９日(日)午前９時３０分～ 

集合時間：午前９時２０分 

集合場所：仁徳天皇陵 正面拝所前 

準 備 物：クラブジャンバー・帽子 

          家族の方は自由です。 

※ 清掃用具等は委員会で準備致します。 

備  考：雨天等中止の場合は、午前８時までに参加 

予定者の皆様に当方（坂田）よりご連絡致します。 

当日の件でのお問合せは携帯までお願いいたします。 

尚、雨天中止の場合には次回予定３月１６日（日）となります。 

当日はメイクアップ扱いと致します。 

 

 

「ダメ・ゼッタイ・ダメ」募金のご報告 

社会奉仕委員長 坂田兼則 

 

２月２１日（金）に行いました「ダメ・ゼッタイ・ダメ」募金にご協力頂き有難うござ

います。 

今月のお土産は草津温泉「豆ようかん」５つです。 
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Ｓ Ａ Ａ 報 告 

募金額は 11,600円でした。 

来月もご協力を宜しくお願い致します。 

 

親睦活動委員会 

親睦活動委員長 那須宗弘 

「出羽海部屋」ちゃんこ会のご案内 

 

会員の皆々様には、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

この度、恒例の新師匠、親方、お相撲さんを囲んでの「ちゃんこ会」を行います。大変お

忙しいとは思いますが、ご家族・ご友人等お繰り合わせのうえ多数のご参加をお待ちして

おります。 

記 

日時：平成 26年2月26日（水） 

場所：祥雲寺（出羽海部屋 大阪場所宿舎） 

開始時間：午後 6時30分 

会費：会員 5000円  

ロータリーファミリー・ご家族・ご友人4000円 

小学生未満はご招待 

以上 

 

 

 

  

山中喜八郎会員 畑中さんの卓話を祝して。楽しみにしています。 

城岡陽志会員 タイへ行って頂いた国際奉仕メンバーの方々、御苦労様でした。 

念のため病院で検査はしておいてください。 

畑中会員、今日は楽しみにしています。 

嶽盛和三会員 無事帰国致しましたが、風邪ぶり返し体調が余り良くありません。 

タイへご一緒させて頂いた皆様有難うございました。 

綿谷伸一会員 ＷＣＳ浄水器プロジェクト参加者の皆様お疲れ様でした。 

畑中会員卓話楽しみです。 

中川 澄会員 城岡会長、パンダのぬいぐるみ有難うございます。 

大阪弁護士会の「パンダ組」から中国パンダ幼稚園に誘われたのに行けな

かったので、とても嬉しいです。 

塩見 守会員 先週は大雪で例会に来られませんでした。 

綿谷さん中田さんクラブアッセンブリーの報告有難うございました。 

藤永 誉会員 今週始め東京まで 18時間30分かかりました。新記録です。 

池永隆昭会員 無事帰ってきました。 

畑中一辰会員 初めての卓話です。緊張しています。 

タイの国際奉仕活動は色々な意味で楽しかったです。有難うございました。 

明後日からアメリカへ１週間行ってきます。 

合 計 ４２，０００円 
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幹 事 報 告 

 

 

（１） 本日の配布物 

・週報 

・ロータリーの友２月号 

（２） 幹事報告 

・特になし 

（３） 他クラブ例会変更のお知らせ 

堺フラワーロータリークラブ 

３月１日(土)→定款第6条第1節により休会 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 障害のある子どもたちのための音楽学校 」 

ポーランドのルブリンには、ロータリー会員が設立した障害をもつ子どもたちのための音楽学校があります。「ポ

ール・ハリス記念ルブリン音楽学校」と名付けられたこの学校は、ポール・ハリスを記念して建てられ、ダウン症、

自閉症、視覚障害がある子どもたち約 20人が通っています。Lublin-Centrum-Maria Curie-Sklodowskaロータリー

クラブは、この学校の設立にあたり、ロータリー財団のマッチング・グラントと、地元の音楽協会からの支援を受け

ました。 

先天性視覚障害があるマテウス君の両親、マリウス・カニアさんと妻のヨアナさんは、マテウス君が活発に活動で

きるきっかけを探していました。音楽での才能があると分かり、マテウス君のために音楽教師を探していたとき、

このポール・ハリス音楽学校に出会ったと言います。 

「このような学校があれば、マテウスのような子どもたちは、これまでと違った視点で世界をとらえ、新しい人たち

と出会うことができるでしょう」とマテウス君のお父さん。「この学校がなかったら、障害のある子どもたちが音楽

の才能を伸ばすチャンスはなかったでしょう」 

記事：Susie Ma                              「ザ・ロータリアン」誌2013年9月号より抜粋 

 

 

 

 

 

    ポール・ハリス記念ルブリン音楽学校のリサイタルに向けて、教師の手助けを借りながらピアノの練習を

する生徒。リサイタルは、ポーランドのルブリンにて、2012年5月に開催されました。 

https://www.rotary.org/ja/magazines-0
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平成26年 2月16日～2月19日 


